
ＤＡＣＳ－１５００ 双方向ディジタル入出力版
製品型式 ＤＡＣＳ－１５００－ＴＲＳ

ＤＡＣＳ－１５００－ＴＲＳ 双方向ディジタル入出力版は、４８ｂｉｔのディジタル入出

力を、８ｂｉｔ単位にてプログラムで任意に入出力方向を設定できる、ＵＳＢ接続ディジタ

ル入出力基板です。

電源投入時には、すべてのｂｉｔが入力指定となっており、パソコンからコマンドにて入出

力方向データを送信した時点で指定入出力方向となります。

本資料をお読みになる前に、DACS-１500標準版の説明書をご覧くださ

い。ディジタル入出力機能の詳細、入出力信号の電気的仕様、およびＵＳ

Ｂインターフェイスの詳細は、ＤＡＣＳ－１５００標準版説明書に解説し

ています。

双方向ディジタル入出力版 ＤＡＣＳ－１５００－ＴＲＳ は、標準版の機

能に追加して、本資料に解説している「Ｚコマンド」などの機能が使用で

きます。

（ご注意）標準版の機能のうち、ＰＷＭパルス出力コマンド および

ＡＤ／ＤＡ制御コマンド は使用できません。
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１． ＣＮ１ ディジタル入出力コネクタ ピン配置

５０Ｐフラットケーブル用
基板側 型式 オムロン ＸＧ４Ｃ５０３１

ケーブル側 型式 オムロン ＸＧ４Ｍ５０３０

２ ４ ６ ８ 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30 32 34 36 38 40 42 44 46 48 50

１ ３ ５ ７ ９ 11 13 15 17 19 21 23 25 27 29 31 33 35 37 39 41 43 45 47 49

△

１ ディジタル入出力 ｂｉｔ０(LSB) ２ ディジタル入出力 ｂｉｔ１

３ ディジタル入出力 ｂｉｔ２ ４ ディジタル入出力 ｂｉｔ３

５ ディジタル入出力 ｂｉｔ４ ６ ディジタル入出力 ｂｉｔ５
７ ディジタル入出力 ｂｉｔ６ ８ ディジタル入出力 ｂｉｔ７

９ ディジタル入出力 ｂｉｔ８ １０ ディジタル入出力 ｂｉｔ９

１１ ディジタル入出力 ｂｉｔ１０ １２ ディジタル入出力 ｂｉｔ１１

１３ ディジタル入出力 ｂｉｔ１２ １４ ディジタル入出力 ｂｉｔ１３

１５ ディジタル入出力 ｂｉｔ１４ １６ ディジタル入出力 ｂｉｔ１５

１７ ディジタル入出力 ｂｉｔ１６ １８ ディジタル入出力 ｂｉｔ１７

１９ ディジタル入出力 ｂｉｔ１８ ２０ ディジタル入出力 ｂｉｔ１９

２１ ディジタル入出力 ｂｉｔ２０ ２２ ディジタル入出力 ｂｉｔ２１

２３ ディジタル入出力 ｂｉｔ２２ ２４ ディジタル入出力 ｂｉｔ２３

２５ ０Ｖ ２６ ０Ｖ

２７ ディジタル入出力 ｂｉｔ２４ ２８ ディジタル入出力 ｂｉｔ２５

２９ ディジタル入出力 ｂｉｔ２６ ３０ ディジタル入出力 ｂｉｔ２７

３１ ディジタル入出力 ｂｉｔ２８ ３２ ディジタル入出力 ｂｉｔ２９
３３ ディジタル入出力 ｂｉｔ３０ ３４ ディジタル入出力 ｂｉｔ３１

３５ ディジタル入出力 ｂｉｔ３２ ３６ ディジタル入出力 ｂｉｔ３３

３７ ディジタル入出力 ｂｉｔ３４ ３８ ディジタル入出力 ｂｉｔ３５

３９ ディジタル入出力 ｂｉｔ３６ ４０ ディジタル入出力 ｂｉｔ３７

４１ ディジタル入出力 ｂｉｔ３８ ４２ ディジタル入出力 ｂｉｔ３９

４３ ディジタル入出力 ｂｉｔ４０ ４４ ディジタル入出力 ｂｉｔ４１

４５ ディジタル入出力 ｂｉｔ４２ ４６ ディジタル入出力 ｂｉｔ４３

４７ ディジタル入出力 ｂｉｔ４４ ４８ ディジタル入出力 ｂｉｔ４５

４９ ディジタル入出力 ｂｉｔ４６ ５０ ディジタル入出力 ｂｉｔ４７(MSB)

（ご注意）入出力方向を出力側に設定した場合、ＤＡＣＳ－１５００標準版とは、

出力ｂｉｔ０～２３のピン配置が異なります。
ピン１番～２４番となることにご注意ください。

２． 入出力信号仕様

信号仕様詳細は、ＤＡＣＳ－１５００取扱説明書を参照ください。

ＤＡＣＳ－１５００－ＴＲＳ の入出力は、対象機器の入出力が、５Ｖ系のＴＴＬにも

問題なく接続できます。また、３．３Ｖ系、２．５Ｖ系の ＬＶＴＴＬ にも接続でき

ます。
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３． 入出力方向指定方法

入出力方向指定コマンド（識別文字コードＺ（大文字））を送信すると、いつでも入出力方

向を変更できます。また一度指定した入出力方向は、あらたに入出力方向指定コマンドにて

内容を変更しない限り、指定した方向をそのまま維持します。

このコマンドに対するＤＡＣＳ－１５００の応答は Ｒ文字で始まるディジタル入力データ

（bit23～0）となります。

入出力方向指定コマンド

アスキーコード文字列 Ｚ × × × × × × × 

↑ ↑ ↑ ↑
① ② ③ ④

① Ｚ（大文字） 入出力方向指定コマンド識別文字コード

② ０～９，Ａ～Ｆ 基板識別ＩＤコード（１６進数文字表記 英字は小文字も可）

基板のディップスイッチ設定と同一とすること。

③ ００００００～１１１１１１ ８ｂｉｔ単位にて入出力方向を指定。

データの省略はできません。

ＸＸＸＸＸＸ 各文字位置に０（入力指定）または１（出力指定）

電源投入時は すべて入力指定となっています。

ｂｉｔ７～ ０の入出力方向

ｂｉｔ15～ ８の入出力方向

ｂｉｔ23～16の入出力方向

ｂｉｔ31～24の入出力方向

ｂｉｔ39～32の入出力方向

ｂｉｔ47～40の入出力方向

例： Ｚ０１１１０００
bit47～24 が出力指定 bit23～0 が入力指定となります。

④ 区切りマーク アスキー ０Ｄ（Ｈ） キャリッジリターンコード
または ＆ 文字コード

キャリッジリターン、または＆文字のうちのいずれかを指定し

ます。

通常はキャリッジリターンコードを使用してください。

使用上の区別については、６項の解説を参照ください。
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４． 拡張出力（bit47～24）の送信方法

ディジタル出力コマンドのコマンド識別文字コードを、ｗ（小文字）として送信すると、デ

ィジタル出力のｂｉｔ４７から２４までを書込むことができます。ｗコマンドに対して、Ｄ

ＡＣＳ－１５００は、次項に説明の拡張ディジタル入力データを返します。

入力方向に指定しているｂｉｔに出力データを指定しても、状態は何も変化しませんが、そ

のｂｉｔを出力方向に指定したときに、先に出力指定をしたデータが出力信号としてあらわ

れます。標準入出力（bit23～0）についても同様です。

出力を変更しないで、入力データのみを取得する指定もできます。

拡張ディジタル出力コマンド

アスキーコード文字列 ｗ × × × × × × × 

↑ ↑ ↑ ↑

① ② ③ ④

① ｗ（小文字） 拡張ディジタル出力コマンド識別文字コード

② ０～９，Ａ～Ｆ 基板識別ＩＤコード（１６進数文字表記 英字は小文字も可）

基板のディップスイッチ設定と同一とすること。

③ ００００００～ＦＦＦＦＦＦ １６進数６桁表記（英字は小文字も可）

ディジタル出力する内容を指定。

× × × × × × 各桁とも１６進数表記

↑ ↑ ↑

bit47-44 ↑39-36 ↑ 31-28 ↑ 例

43-40 35-32 27-24

MSB LSB

bit 27 －－24

１にて、出力Ｈｉｇｈレベル

０にて、出力Ｌｏｗレベル

１６進数に該当しない文字（Ｒ文字を除く）を指定した場合。
その位置のディジタル出力は、直前に送信したコマンドの同一位置の

データとなります。

これを、４ｂｉｔ単位の Don't Care として利用することができます。

データの例 ｗ１Ｘ１２ＸＸＸ
（注意）直前のコマンドとは異なる種類のコマンドを送信する場合に、

Don't Care を利用すると、出力が不正になります。

データの省略

③項のデータのすべて、あるいはその途中からを省略することができ

ます。省略した場合は、上記のDon't Care と同じ扱いになります。

データの例 ｗ１ ｗ１Ａ８
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bit47～44の指定位置に、文字Ｒ（大文字）を指定すると、

出力データを変更しないで、入力データの取得のみを指定することができます。

例： ｗ０Ｒ または ｗ０Ｒ０００００
出力変更なしで、入力データbit47～24を応答します。

この機能は標準仕様のディジタル出力コマンドＷ（大文字）を送信する場合も

使用できます。

例： Ｗ０Ｒ または Ｗ０Ｒ０００００
出力変更なしで、入力データbit23～0 を応答します。

④ 区切りマーク アスキー ０Ｄ（Ｈ） キャリッジリターンコード

または ＆ 文字コード
キャリッジリターン、または＆文字のうちのいずれかを指定し

ます。

通常はキャリッジリターンコードを使用してください。

使用上の区別については、６項の解説を参照ください。
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５． 拡張入力（bit47～24）の読取方法

ディジタル出力コマンドのコマンド識別文字コードを、ｗ（小文字）として送信すると、Ｄ

ＡＣＳ－１５００は、ディジタル入力データとして、ｒ（小文字）の応答識別文字コードに

て、ｂｉｔ４７から２４までの入力データを返します。

出力に指定しているｂｉｔ部分は、そのときの出力状態を返します。標準仕様のディジタル

出力コマンドＷ（大文字）を送信して、ｂｉｔ２３から０までの入力状態を読取るときも、

同様に、出力指定のｂｉｔ部分は、そのときの出力状態を返します。

拡張ディジタル入力データ形式

アスキーコード文字列 ｒ × × × × × × × 

↑ ↑ ↑ ↑
① ② ③ ④

① ｒ（小文字） 拡張ディジタル入力応答識別文字コード

② ０～９，Ａ～Ｆ 基板識別ＩＤコード（１６進数文字表記 大文字）

基板のディップスイッチ設定により決まる。

③ ００００００～ＦＦＦＦＦＦ １６進数６桁表記（大文字）

ディジタル入力内容。

× × × × × × 各桁とも１６進数表記

↑ ↑ ↑
bit47-44 ↑39-36 ↑ 31-28 ↑ 例

43-40 35-32 27-24

MSB LSB

bit 27 －－24

１にて、入力Ｈｉｇｈレベル

０にて、入力Ｌｏｗレベル

対応するコマンドデータの省略があっても、応答内容には省略

はなく、常に固定長です。

④ 区切りマーク アスキー ０Ｄ（Ｈ） キャリッジリターンコード

または ＆ 文字コード

対応するコマンドの末尾と同じコードを返します。
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６． 入出力信号とコマンド/レスポンスの対応

Ｗ（大文字）コマンド －－－＞ Ｒ（大文字）レスポンス

bit23～0 の出力データを指定 bit23～0 の入力データを応答

ＣＮ１ピン番号 ＣＮ１ピン番号

24番～1番の出力に対応 24番～1番の入力に対応

出力指定のbitは出力状態を応答

標準版DACS-1500とピン位置が

異なることに注意してください。

例： Ｗ０２Ａ５Ａ０Ｂ 例： Ｒ０２Ａ5００２

bit23～20のデータ指定位置に、
文字Ｒ（大文字）を指定すると、

出力データを変更しないで、

入力データの取得のみを指定する

ことができます。

例： Ｗ０Ｒ 出力変更なしで、入力データbit23～0 を応答します。

ｗ（小文字）コマンド －－－＞ r（小文字）レスポンス

bit47～24 の出力データを指定 bit47～24 の入力データを応答

ＣＮ１ピン番号 ＣＮ１ピン番号

50番～27番の出力に対応 50番～27番の入力に対応
出力指定のbitは出力状態を応答

例： ｗ０２Ａ５Ａ０Ｂ 例： ｒ０２Ａ5００２

bit47～40のデータ指定位置に、

文字Ｒ（大文字）を指定すると、

出力データを変更しないで、

入力データの取得のみを指定する

ことができます。

例： ｗ０Ｒ 出力変更なしで、入力データbit47～24を応答します。

（完）
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